
事  務  連  絡  

平成19年3月30日  

都道府県介護保険担当主管課（室） 御中  

厚生労働省老優局介護保険課  

老人保健課  

療養環境減算に係る経過措置の廃止に伴う取扱いについて   

介護保険制度の円滑な推進については、種々ご尽力いただき厚くお礼申し上げます。   

さて、指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準（厚生省令第41  

号）附則第7条第2号及び第12条第2号の規定により、医療法施行規則第21条第2  

項第3号に規定する基準に該当しない指定介護療養型医療施設の食堂であって、かつ、  

療養環境の改善に関する計画が提出されていないものについては、平成19年3月31  

日で廃止されることになります。これに伴い「国保連合会とのインタフェース」等につ  

いては、別紙のとおり一部変更となります。   

つきましては、管下の市町村に対しまして、本資料を速やかに配布していただきます  

よう、よろしくお願いいたします。   

本資料は、WAM－NETにも掲載する予定です。  

＜照会先＞  

（インタフェース関係）  

厚生労働省老健局介護保険課 システム管理指導官 秋田谷  

取03－5253－1111（内線2166）  

（インタフェース関係以外）  

厚生労働省老健局老人保健課 企画法令係  米 丸  

胤03－5253－1111（内線3949）   



別 紙  

国保連合会とのインタフェースの変更点について（資料1）  

変更点は以下のとおり。  

＜共通編＞  

○コードー覧  

・内容を変更する   

（項番53）療養環境基準  

1：基準2：減算型Ⅰ3：減算型Ⅱ 4：減算型Ⅲ   

・施設等区分が1：病院療養型6：ユニット型病院療養型A：病院経過型の場合  

1：基準2：減算型Ⅰ3：減算型Ⅱ   

・施設等区分が 2：‘診療所療養型 7：ユニット型診療所療養型の場合  

1：基準2：減算型  

2 介護報酬の算定構造の変更点について（資料2）  

変更点は以下のとおり。  

＜介護サービス＞  

○Ⅰの9のロの「注 施設基準の区分による療養環境液算」欄の「病院療養病床療養環   

境減算（Ⅲ）－115単位」を削除する。  

○Ⅰ、の9のハの「注 施設基準の区分による療養環境減算」欄の「診療所療養病床療養   

環境減算（Ⅰ）－60単位」を「診療所療養病床療養環境減算一60単位」に改め、「診療   

所療養病床療養環境減算（Ⅱ）－100単位」を削除する。  

○Ⅲの3のイの「注 施設基準の区分による療養環境減算」欄の「病院療拳病床療養環   

境減算（Ⅲ）－115単位」を削除する。  

○Ⅲの3のロの「注 施設基準の区分による療養環境減算」欄の「診療所療養病床療養   

環境減算（Ⅰ）－60単位」を「診療所療養病床療養環境減算－60単位」に改め、「診療   

所療養病床療養環境減算（Ⅱ）－100単位」を削除する。  

＜介護予防サービス＞  

○Ⅰの9のロの「注 施設基準の区分による療養環境減算」欄の「病院療養病床療養環   

境減算（Ⅲ）－115単位」を削除する。   



○Ⅰの9のハの「注 施設基準の区分による療養環境減算」欄の「診療所療養病床療養   

環境減算（Ⅰ）－60単位」を「診療所療養病床療養環境減算－60単位」に改め、「診療   

所療養病床療養環境減算（Ⅱ）－100単位」を削除する。   



資料1  

国保連合会とのインタフェースの変更点について   

療養環境減算に係る経過措置の廃止に伴う連合会とのインタフェースの変更について、その基本  

方針を以下に示す。  

1．外部インタフェース仕様  

平成19年5月以降提出分に対する  

区  
レイアウト方針  

連合会の対応  

分   種類   識別番号  平成19年3月  平成19年4月  
以前の情報  以降の情報   

コード一覧   追加なし  ・ レイアウト変更なし   現行通リ   施設等の区分が病院  
療養環境基準の内容を変更する  療養型、ユニット型病院  

療養型、病院経過型の  
場合、基準、減算型  

共 通  
1、減算型Ⅱを設定可  

能とし、施設等の区分  
が診療所療養型、ユニ  
ット型診療所療養型の  
場合、基準、減算型を  
設定可能とする  



1．4 コード一覧  

項番   
ハ¢イ  

コード名称   属性   ト数   内容   

内容  

施設等の区分  平成19年3月   

以前   以降  

病院療養型 1：基準  

53  療養環境基準 数字  口  1：基準  2：減算型Ⅰ  

病院経過型   2：減算型Ⅰ  3：減算型Ⅱ  

3：減算型Ⅱ  

診療所療養型  4：減算型Ⅱ  1：基準  

ユニット型診療所療養型  2：減算型  



ロ療養病床を有する病院における短期入所療養介護費  

夜勤を行う良  
風の勤務条  件基準を満  たさない場合  
瓦び入院患  

利用者の敷  者の数の合 計数が入院 ≡琶の定員 を通える培合  

看護・介護職  員の員数が  基董に満た  
なLl場合  

守護師が基  準に定められ  た看護職長  の異蚊に  
2（】ハ00をゑ  じて得た政夫  島の場合  

僻1也の臣節  一道保計画盲  届出たもの  
で、医師の数  が基準に定 められた医師  
の員数に  
60／川0を乗  じて祷た赦未  満である場合  

僻地の医師  荘良計画を  届出たもの以  
外で．医師の  封【が基汲に  
定められた監  師の員数に  
60／‖〕0を煮  じて持た酸素  泉であも場合  

について医療  
法施行皮相l  

宗49条の規  

医師の配置    定が垣用され ている場合  

員の勤頻条  瞬こ関する基  夜勤を行う職   準の区分によ る加算  

経過的塁介儀 （ 534単位）  

8．病院碩美病床  

鰯期入所療養介  
謀責（l）  

（一）病院  療養病床短  要介護4    （l．150塵也）  
期入所療葉  要介護5   （1．241農奴）  
介護費（Ⅰ）  
看護く6：1〉  経過的重介護 （ 618毘拉）  

ブト沸く4：1〉  

短期入所ま葺介  

謀斉（ti） く多床家〉  

雷介護5   （1．872塵位）  
だ過的塁介謀 （ 498阜位）  

8．病院療≠病床  

！豆期入所象耳介  

護■（1）  

（1）病院 療養病床 漁期入所  （1．066塵址）  

療養介護  蔓介護5   （1．1081拉）   
接遇的要介護 （ 582塵位）  

★ （1日につ き）  介護t（Ⅱ） 羊穫く6：1〉 介護く5：1〉  b．ホ院痍養病床  
顔料入所療葺介  
護貴（lり く多床呈〉  

要すト護4    （1．197慮位）  

塁介護5   （1．239隼拉）  
経過的要介護 （ 473員也）  

乙病扶療裏病床  
短期入所療養介  
護責（i）  

（三）病競  横弼床短  要介護4    （1．030単位〉  
期入所蔵王  雷介護5    （1．071旦位）  
介護費（Ⅲ）  
モ三lく6：1〉  程過的塾介護 （ 557．一位）  

介護く6」〉  

短期入所ま蔓介  
江■（iり  

く多斤量）  

要介護5    （1．202＃位）   
経過的塁介護 （ 534ず位）  
芋介護l   （ 7Dl塵位）  

（－）病院儀賽病床開塾炉   

（2）病院  （ 9柑単位）  

療羊病床  蓼介護4   （l．010塵拉）  経過型短  期入所痍  要介護5    （l．101風位）  
賽介詳費  脛遇斡要介護 （ （H8層拉）  

（1日につ  妾介護t   （ さ32．一位）  
き）  

期入所療養介護費（Ⅱ）  く多良宰〉  要介護3    （1．050鼠拉）  
重介護ヰ   （1．141単性）  
姜介護5   （1．232■拉）   
接遇的要介護 （ 625単位）  
要介護1   （ 835単位）  

（一）ユ＝ツト型病院療葺潤  

（3）ユ  

＝ツト型病  院療養痢  要介護4   （l．284毘位）  
床短期入  更介護5   （1．375単位）  
所療養介  
王事賛  経過的妾介護 （ 625単位）  
（1日につ  要介護1   （ 835亀住〉  

き）  

くユニット型準蜃室）   要介護3    （1．183農憧）  

要介護ヰ   （1．284嵐拉）  

院療養病床短期入所環墓相糞   姜介護5   （1．375鼠色）   

夜Ⅶ勤裸専有   
■こIl   

＋23単位   

夜間勤務専有   
践（Ⅱ）   

＋14旦位   

夜間勤覇琴事   
■こ【l   

＋7旦也  

片道につき 十184単位   

（7）緊急短期入所ネットワーク加算             （＝∋につき 50単位を加算）  

j（8）特定診覇責  

ま＿＿＿－＿＿」：特定診療軋阻支給限度額管理の対象外の算定項目  

※ 医師の人員配置減算を適用する場合には、医師経過措置減算を適用しない。  
※ 夜勤勤務条件減算を適用する場合には、夜間勤務等看護加算を適用しない。  
※ 緊急短期入所ネットワーク加算を算定する場合は、超過定員減算の適用について要件の緩和を行う。  

7  



ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費  

「．．、  

常勤のユニットノー  
ダーをユニット毎に盲己  
置していない等ユニッ  
トケアにおける体制が  
末登牒である場合  

経過的更介洩  （ 517風位）  

a．診療所療養病  （ 682鼠放）  
床短期入所療養  （ 734旦也）  
介護費（＝  （ 786皇位）  

（一）診療所  
療養病床短  要介護4  （ 837風位）  
期入所療養  宰介註5  （ 8〔〉9崖也）  

介詳賛（Ⅰ）  
看護く6：1〉  経過的星介護  （ 601単位）  
介護く6：1〉  （ 引3単位）  
床短期入所療礪  （ 865単位）  
介護糞（lり  （ 917単位）  

（1）診療所  く多床重〉  （ 968単位）  
療憂病床短  
職人所療筆  要介護5  （1．020単位）  

介護費  埋過的要介護  （ 447単位〉  
く1日につき）  

a．診療所療兼病  （ 592単位）  
床短期入所療養  （ 638単位）  
介護費（l）  （ 684皇位〉  

（二）診療所 療養病床短  （ 73D鼠拉）  

期入所療養  要介護5  （ 776艶拉）  
介護費（Ⅱ）  

看護・介護  経過的要介護  （ 536単位）  
く3：1〉  （ 723単位）  
床短期入所療養  （ 769単位）  
：什護嚢（iり  （ 815単位）  

く多床重〉  （ 861単位）  

菜介護5  （ 907単位）   

経過的要介護 【（ 608弘也）  
畢介護1  ／（ 816里位）  

く一）ユ＝ツト型診療所東亜病床   

短期入所療養介護費‖） くユ＝ツト型個室〉                   要介護2    ノ（ 868里吐〉     要介護3    （ 920単位）  

（2）ユ＝ツト  

型診療所療  要介護4  （ 971単位）  

養病床短期  要介護5  （1．023単位）  

入所療養介  
注費  経過的要介護  （ 608単位）  

（1丘につき）  
要介眉1  （ 816里位）  

（二）ユニット型診療所療養病床   （ 868里位）  

短期入所療養介護費（Ⅱ） くユ＝ツト型準個室〉                     要介護2          要介護3  （ 920単性）  
要介護4  （ 971単位）  
要介護5  （1．023単位）   

療所絹病床短臥相掛護費  
．  

（760軸）   

（4〉 栄養管  （－）管翠栄養士配置加算  理体制加算  （1日に 

つき12単位を加算）  

（二）栄養士巨己虻加算  

（1日につき10単位を加算）   

岳（7）特定診療千  

＿＿＿＿…＿■－＿ い特定診療費は、支給限度額管理の対象外の算定項目  

※緊急短期入所ネットワーク加算を算定する場合は、超過定員減其の適用について要件の緩和を行う。   



3 介護療養施設サービス  
イ 療養病床を有する病院における介護療養施設サービス  

夜勤を行う熟  員の勤た条件  基準を霜たさな  い場合  入院患者の蟄 が入！究羞竜の 定員を超える 場合  
智旺・介は転  員の員数が基  温丁こ名たない  場合  
員の且扱が基  
狂に発たなし、  介隠支援専門   場合  

看振田が基準  
l＝定められた看  抜取員の員な  
に2D／lDD旨ゑ  じて待た敦夫諷  の場合  僻地の医師確保 lナ面皇Ji出たも ので．医師の数 が基準に定めら れた匹：師の長銀 に6D／10口重象じ て冷た数え鶉で  

懲柏の医師確保  三†由∈届出たも  
の以外で．医師  のむ確準に定  めら九た医師の   
員数に6Dノ川D  を見じて得た敵  え葛である場含  

常tIのユニット  リーダーをユ  ニット毎に自己℡  していない等ユ  
ニットケアにおlナ  

る体申1が宗野  偏である場合  

要介濾1（ 671単位）  

a療主監介臨ホ  

モ施設サービス tしil  

（－）療養  

三す＆●書  

晶設サービ  畢介王事さ（l．271月位）  
ス■（Ⅰ）  
看浮く6：1〉  聖1†捜1（  782旦拉】  
介温く4■1〉  

糞施静サービス 薫川）  

く多床軍＞  

筆介焦5（1．322単性）  

署介は1（ 61】且位）  

◆●tfす■●  

墓誌泣サービス 貴（i）  

（りよ葬塑 介Il撫養柘  

詮■サ 重介旗5【1．07さ単位）   
ーービス  辛介護1（ 722劇也）  

t （1日ヒつき）   

介護く5．1〉  b療憂翌介渡繍 ≡慮毀サービス tJI†  991∬位）  

（番長宣〉  

要介護5－（1．189単位〉  

畢介欄1（ 5【Ilヰ也）  
1●t士サ汁●  

董施設サービス ■lい  

（三〉ホ養 聖介旺療養  

施設サービ  更介は5（ し041単位）  
ス■くⅢ〉  辛介護1（ 692■瞳）  
著護く6：1〉 介護く6日〉  

套旋蛤サービス t†ll†  

く多床喜〉  
翼介雄5（1．152風位）   

事介護l（ 671■位〉  

（－）凛暴き鐙過型介詳磨  

妻施訟サービス■（Ⅰ）  

（2）ま蓼塾  畢介旺4（ 980単位）  
鑑退塾介耳  ⊥上▲  蟄介騨5（1．D71阜七1）  
サービス戸  ぎ介は1（ 7【）2∫但）  
（1日ヒつ舎）   （二）療集聖拷退塾介護姦  

墓誌沙サービスt川）  

（多床匡〉  要介應4（1．091▲蝕）  

■介憧5（ り82単位）   

箕介技1（  785単性）  

ト）ユニット型■業聖介h  

療養完設サービス■（Ⅰ）  

（3）ユ＝・  更介且4（1．234き也〉  
型療茎聖介  謀瘡蓋施設  暴介護5（】．325艶位）  
サービス天  き介揮1（ 785■拉）  
（1巳ヒつき）  

療碁施設サービス★（Ⅱ）  

くユニット型ヰ個王〉  
要介護5（1．325塵憧）  

＿ ・ ＝こ  ＝：   入焼重電に対して居宅における外泊モ伽た場合、1月に6日を限度として所定単位数に代えて柑につきA44単位篭書定   

三主 玩帯的退院サービス■   入随奄に対して居宅における区行的追随を認めた鳩舎、1月につき尽日を限度として1日につき800単位…事文（（ヱ皿本単価lこ限る．）   
注地割受診鞄■用   

【5）退院時  トづ㌧選炭  一題辰前縁三方瑚抒零血書   虔縞草加暮  時事確鵡加  ナ   
b退院時指導加算  

（400員位）  

E退院碍頂報空玖加暮  
（5DO阜拉）  

d退院前運娩m暮  
（500単位）  

（二）老人訪問看技指示加■  
（入院患者1人ー＝つそ1Ⅰ司を阻度上して  
ユOD風位算定）   

（6〉覚糞暫  く－）管理栄曇士民t加井   

理体制加T   （1日につき12よ位喜劇井）  

に）栄真土配i加算  
（1甘につ圭10単位を加算〉   

三主 入院靂者及びその蒼麗等に対して退広壮の療養上の相澤盲行った場合  

注 退読後の主治医に対Lて鯵九情報を提供した場合  

注 居宅介牙支援事＃畜上表底荊から連携L仔繹提供とサービス旛gを行った場合  

（9）軽口絶拷加T（1日 につ舎）  

※医師の人員配猛減算を適用する場合には、医師経過措置減算を適用しない．   
夜勤勤務条件減算を連用する場合には、夜間勤我等看護加算を適用しなし、。   



口療養病床を有する診療所における介護療養施設サービス  

声］ 
更介楓1（ 652単位〉  

a．診療所型介腹痛袈施設  

サービス箕（l）  要介護3（ 756単位）  

（－）診療所  塑介注療養施  要介護4 く  807卓也）  

設サービス賢  要介穫5（ 859＃也）  

り）  

看護く6：1〉  
要介凛1（ 763卓丘）  

介護く6：1〉  

サービス畏（iり  要介護3（ 867単位）  く多庚重〉  
（1）診療所聖  

要介護4（ 918単位）  

介護疫裏施設  要介護5（ 970単位）  

サービス蓑  
（1∈‖こつき）  

要介護1（ 562単位）  

白砂療所聖介護療基施設  
サービス貴（F）  蒙介任さ（ 65ヰ単位）  

（＝）診療所  製介護療養施  変介腹4（ 7DD単位）  

設－サービス量  更介護5（ 746斗位〉  

（Ⅱ〉  

看護・介護く3：  要介護1（ 673単位）  

1〉  b．診療所型介護痛妻施設  

サービス斉川）  要介許8（ 765単位）  

く多床重〉  要介護4（ β11単位）  
要介護5（ 857阜位）   

要介護1（ 766単位）  

（－）ユ＝ツト里診療所型  雲介護2（◆ 818単位）  

介護療養施設サービス書（l）  要介護3（ 870単位）  

（2）ユニット型  要介三14（ 921単位〉  

診療所型介護  
療養施設サー  畢介護5（ 973単位〉   

ビス■  要介護1（ 766単位）  

（一日につき）   
（ニ）ユニット型診綬所型  要介護2（ 818単位）  

介護療簑施設サービス責川）  要介護3（ 870毘位）  

くユニット型奉伺呈〉  要介護4（ 921犀t立）  
要介護5（ 973単位）   

（3）初期加算  （柑につき＋3D単位）  

（4）退院時l旨  （－）退院時  8退庇前後訪問指導加算   

導琴加算  草花キ加算  （入院中1回（又は2河）、退院後1回を限度仁．  

460単位を算定）  

bミ邑院昭指導加算  

（400単t立〉  

C退院時情報捷供加算  

（500単位）  

d退院前濯携加算  

（50（）単位）  

（二）老人訪問者捜指示加算  

（入院患者1人につ引回を限度として800単位算定）   

（－）管理柴壬士配置加算         （＝∃につき12単位を加算）  

（＝）柴井士配置方口算         （1日につき10単位を加算）  

（8〉 経口維持加算（1日†ニつ さ）  

16   



口 療養病床を有する病院における介護予防短期入所療養介護費  

1の勤残条  

汲勤を行う■已  件基準を克た さない場合  
利用者の取 及び入院患 者の数の合 計牲が入院 患者の定二見 象組える場合  

員の見放ムく  基準に忘たな  看護・介護社   い場合  

書経腐が基  
準I＝言められ  た看臨職員  の員数に  
2D／】ODをま  じて得た翫末  男の場合  

僻地の医師  
確俊l十直を  届出たもの  
で、匡厩の艶  が基準に定め  られた匡ぁの  員数に  
60／100壬乗  じて持た致克  当である場合  

点字他の医師  確良計画を  届出たもの以  
外で、匡臨の  故が基準に  
定めらナLた匡  飾の見なに  
60／川0妄象  じて得た致未  満であ班会  

常勤のユニッ  トノーダー盲ユ  ニット‡引こ置  
正Lていない  等ユニットケ  アにおける体  
桝ムt泉翌侮で  ある場合  

ヨ病院梶井寿i床介護予防簸  罫支闇1（ 534犀隠）  
卜）病院繹  
き病床介訪予 防短軸入所ま  塾支壬緊2（ 667単色）  

碁介鵠■（‖ 窄複く6：い   

入原 （   
（多床王〉   要支度2（ 772ヰ拉）  

a病院療羊病床介護予E6短  罫支欄1（ 498＃也）   
（1）病院覿  

雲病床介護 予防短期入  翼支揮2（ 622単位）  
所ま妾介護 ■   

期入所療介（‘）   く多床皇〉   要支援2【 727■也）  
ヨ．病院ま輔床介護予牒閤  雲支挫1（ 47：iヰ拉）  

（＝）病院ま  

熟郎打憎抒 防n細入所靂  寧支援2（ 5⊆‖ 単位）  
井介護費〔Ⅶ）  

雷Elく6：】〉   

介護く6・け  期入所■糞介護■（】り  

く多床室）   曇支積2（ 695鼠色）   

（－）病院療養病床経過聖介護予防短期入  
【2）病院療   サ■  

天病床経過 型介護予防   雲支援2（ 667鼠色）   
短期入所凛 王介護■  （＝）■院梵妻ホ床琶過盤介護予防沼敲入  

所療  く多東雲〉  重文援2（ 772暮色）   

（3）ユ＝ツ  （－）ユ＝ツト聖薦院1≡ホ床介は予防短期  
入所療介書（】）  雲病床介護  要支援2（ 781■位）  

予防短期入  
所療養介護  
■  入‾  （1日につき〉  桝療藁介諷糞（［） く二L＝ット聖峯傾宣〉  

雲支援2（ 7‘‖ヰ拉）   

t（6）特定診環井  

L＿  1  ：特定診療費は、支給限度甑管理の対象外の算定項員  

※ 医師の人員配置減算を適用する場合には、医師経過措置減算を適用しない。  
※ 夜勤勤務条件減算を適用する場合には、夜間勤務等看護加算を適用しない。  



ハ 療養病床を有する診療所における介護予防短期入所療養介護費  

． 

－ Ⅶ柑．■  

“  ［E［   ■   

ダーをユニット毎に配  
置していない等ユニッ  
トケアにおける体制が  常勤のユニットノー    未整備である場合  

a．診療所療養病床介   
（－）診療所  
療養病床介護  予防短期入所  
療養介護賛  
（Ⅰ）  b．診療所療蓼病床介   

（1）診療所  
療養病床介  
…筆予防短期  く多床室〉   婁支線2（751単位）  
入所療養介  

a診療所療養病床介   
≒＝二こ （1∈＝＝つき）  

療養病應介護  予防短期入所  
療養介護費  
（Ⅱ）  b．診療所棄養病床介   
看護・介護  
く3：1〉  

く多床星〉   要支援2（670単位）   

（2）ユニット  

型診療所ま  
養病床介護  要支援2（760単位）  

予防短期入  
所療養介護 費  
（1日につ卓）   

くユニット型斗個室〉  雲支援2（760草色）   

（3）栄養管  

理体制加算  
（－）管理栄養士配置加算         （1日につき12卓也を加算）  

（ニ）巣養±酉己置加算         （1日につき10皇位を加賀ニ）  

‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾‾‾仙‾‾‾‾－‾‾‾－－H‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾…… ‡て訂繭≡藤 ぎ  

：…＿＿…＿＿＿呈：特定翠療費は、支給限度額管理の対象外の算定項目  



療養環境基準にかかる既存の介護サ⊥ビス事業所の届出留意事項  

項番   サービス種類等   変更点   既存事業所の取り扱い   

（介護予防）短期入所療養介護、   療養環境基準「4 減算型Ⅲ」の廃止  従来の届出内容とは算定要件が異なるため、従来の届出内  
介護療養型医療施設（病院療養型・ユニツ  容が左記に該当する場合で減算を行うためには、新たな届出  

／1  卜型病院療養型・病院経過型）  
が必要となる   

（介護予防）短期入所療養介護、   療養環境基準「3 減算型I」の廃止  従来の届出内容とは算定要件が異なるため、従来の届出内  
介護療養型医療施設（診療所（療養）型・  容が左記に該当する場合で減算を行うためには、新たな届出  

2  
ユニット型診療所（療養）型）  が必要となる  



介護報酬関係Q＆や  

特別の療養環境の提供により特別の料金を徴収している場合に  

おける平成19年4月1日以降の取扱いについて  

（問）平成19年3月31日をもって、病院療養病床療養環境減算（Ⅲ）及び  

診療所療養病床療養環境減算（Ⅱ）が廃止となったが、介護療養型医療施設  

等に係る3人部屋以上の病室において、特別の療養環境の提供により特別の  

料金を徴収している場合の今後の取扱い如何。  

（答）  

1 介護療養型医療施設等に係る3人部屋以上の病室において、特別の療養   

痍境の提供により特別の料金を徴収している場合は、病院療養病床療養環   

境減算（Ⅲ）又は診療所療養病床療養環境減算（Ⅱ）を適用することとな   

っているところ。  

2 今般、居住環境の改善という観点から、病院療養病床療養環境減算（Ⅲ）   

及び診療所療養病床療養環境減算（Ⅱ）が平成19年3月31日をもって   

廃止されることとなるが、平成19年4月1日以降についても、1に示す  

「特別の療養環境の提供により特別の料金を徴収している場合」にあって   

は、従前どおり、当該病室に入院している患者について、病院療養病床療   

養環境減算（Ⅲ）及び診療所療養病床療養環境減算（Ⅱ）を適用するもの   

とする。  

（引き続き、サービスコード表における病院療養病床療養環境減算（Ⅱ）及   

び診療所療養病床療養環境減算（Ⅱ）の項目は残し、これを利用していた   

だくものとする。）  

（参考）  

「指定居宅サービスに要する費用の績の算定に関する基準（短期入所サービス  

及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する責  

用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」（平成12  

年老企第40号 第2の3（3）①イ及び第2の7（15）⑥）   


